
（平成２３年１０月１９日報道資料抜粋）

１．今回のあっせん等の概要

（１）年金記録の訂正を不要と判断したもの 2 件

国民年金関係 2 件

年金記録確認高知地方第三者委員会分

年金記録に係る苦情のあっせん等について



                      

  

高知国民年金 事案 549 

 

第１ 委員会の結論 

申立人の平成２年４月の国民年金保険料については、納付していたものと

認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

  １ 申立人の氏名等 

    氏    名 ： 男 

    基礎年金番号 ：  

    生 年 月 日 ： 昭和 35年生 

    住    所 ：  

 

  ２ 申立内容の要旨 

    申 立 期 間 ： 平成２年４月 

 私は、私の妻と一緒に平成２年４月に市町村役場の支所に出向き、国民

年金の加入手続を行うとともに、申立期間を含む夫婦二人分合計３か月分

の国民年金保険料を、妻が当該支所の窓口又は金融機関で納付したにもか

かわらず、申立期間のみが納付済みとされていないことに納得がいかない。 

 なお、私は、平成２年５月１日に住民登録地を移動しており、申立期間 

の国民年金保険料は移動前に納付したと思う。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

オンライン記録によると、申立人の基礎年金番号は、申立人が厚生年金保

険の加入期間中である平成９年１月１日に付番されていることが確認できる

ものの、申立期間は国民年金未加入期間とされており、制度上、申立期間の

国民年金保険料を納付することはできなかったものと考えられる上、申立期

間当時、申立人に対して国民年金手帳記号番号が払い出されていたことをう

かがわせる事情も見当たらない。 

また、申立人は、申立期間の国民年金保険料は申立人の妻の平成２年３月

及び同年４月の保険料と一緒に納付した旨を主張しているところ、申立人が

住民登録地を移動する前の市町村の国民年金保険料検認リストを見ると、申

立人の妻の２年３月の保険料は２年４月 27 日に収納されているものの、申立

期間である２年４月の保険料は納付済みとされていないことから、申立人の

妻の申立期間に係る保険料は住民登録地の移動後に納付されたものと考えら

れ、申立内容と合致しない点が見受けられる。 

さらに、申立人及びその妻は、申立人に係る国民年金の加入手続及び保険

料の納付金額等について記憶が明確でない上、申立人の妻が申立期間の国民



                      

  

年金保険料を納付していたことを示す関連資料（家計簿、確定申告書等）は

無く、ほかに申立期間の国民年金保険料を納付していたことをうかがわせる

事情も見当たらない。 

これら申立内容及びこれまで収集した関連資料、周辺事情を総合的に判断

すると、申立人が申立期間の国民年金保険料を納付していたものと認めるこ

とはできない。 



                      

  

高知国民年金 事案 550 

 

第１ 委員会の結論 

 申立人の昭和 46 年２月から 50 年６月までの国民年金保険料については、

納付していたものと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

  １ 申立人の氏名等 

    氏    名 ： 男 

    基礎年金番号 ：  

    生 年 月 日 ： 昭和 26年生 

    住    所 ：  

 

  ２ 申立内容の要旨 

    申 立 期 間 ： 昭和 46年２月から 50年６月まで 

 私は、市町村役場の職員から、「国民年金への加入は義務であり、過去

の未納分を遡って納付しなければ国民年金に加入できない。」旨を説明さ

れたことを契機に、後日、私の母親が、国民年金の加入手続を行うととも

に、国民年金保険料をまとめて遡って納付したにもかかわらず、申立期間

が未納とされていることに納得がいかない。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

   申立人の国民年金手帳記号番号は、国民年金証書記号番号払出簿から、昭

和 50 年９月 26 日に払い出されたものと推認され、払出時点では、申立期間

の国民年金保険料は過年度納付及び特例納付することが可能であったものの、

申立人は、国民年金の加入手続及び申立期間に係る国民年金保険料の納付に

関与しておらず、別の国民年金手帳記号番号が払い出されていたことをうか

がわせる事情も見当たらない。 

   また、申立人は、過去の未納分を遡って納付しなければ国民年金に加入で

きない旨の説明を契機に、国民年金への加入及び申立期間の保険料を納付し

たと主張しているものの、制度上、保険料の遡及納付は加入要件とされてい

ない上、前述の国民年金証書記号番号払出簿により、申立人と同様、昭和 50

年９月 26 日に国民年金手帳記号番号が払い出されていることが確認でき、か

つ２年以上遡って国民年金被保険者資格を取得している 14 人について、オン

ライン記録を確認したところ、特例納付したと考えられる（払出時点で時効

により納付できないとされている昭和 48 年６月以前の期間が納付済みとされ

ている）者は４人しか確認できない。 

さらに、申立人の国民年金の加入手続及び申立期間に係る保険料を納付し



                      

  

たとされる申立人の母親は既に他界しており、事情を聴取することができな

いことから、申立期間における保険料の納付状況等が不明である上、その母

親が申立期間に係る国民年金保険料を納付していたことを示す関連資料（家

計簿、確定申告書等）は無く、ほかに申立期間の国民年金保険料を納付して

いたことをうかがわせる事情も見当たらない。 

これら申立内容及びこれまで収集した関連資料、周辺事情を総合的に判断

すると、申立人が申立期間の国民年金保険料を納付していたものと認めるこ

とはできない。 

 


